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1995年 阪神・淡路大震災

全国からたくさんのご支援をいただきました
2



「地元」として何をする？？

現地企画・情報共有会議の開催

みんなで企画を考えよう！

第１回 4月28日
第２回 5月19日
第３回 8月18日
第４回 12月19日
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ぼうさいこくたい2022 やってみたいこと

• 市民の立場から生活の中で普通に防災ができるよ
うになるような発見があるといい。それを地域に
も伝えていきたい。

• 毎回似たようなブースが並ぶので、違ったことし
たい。女性ならではの目線で気づいたことをぼう
さいこくたいでも発信したい！

• 被災地と未災地を繋ぐようなこと。

• 高校生たちは、災害を感じてもらえるようなレシ
ピを開発している。自分ごと化できるような展示
をしたい。

• 避難スイッチで学ぶオンラインゲーム。神戸の子
どもたちと繋ぐようなことをしてみたい。

• 仮想空間のオンライン防災訓練をしたい。

• 産官学／立場関係なくフラットな連携の場を期待
します！ 4



新たなつながりが生まれました

６つの現地企画が生まれました

・震災27年、神戸のリアル 〜地域の目線から〜
・100年後の共感へ バズる災害伝承をさぐろう
・全国学生防災シンポジウム inぼうさいこくたい
・ぼうさいミライ☆すごろく
・災害時の医療対応を学ぼう（発災直後から避難所まで）
・Withユース

震災27年、神戸のリアル 〜地域の目線から〜 ステージで参加も！
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ぼうさいこくたいをやってみて

• 他の防災に取り組む団
体や組織とつながるこ
とができた

• これまで交流のなかっ
た専門士業の人と繋が
ることができた

• テーマについてこれま
で考えたこともなかっ
たとおっしゃる方が
ブースに来てくれた

今回の参加を通じて「他団体等との新たな連
携」や「今後の活動に繋がる成果」はありま
したか？（第4回情報共有会議参加者事前ア
ンケートより）

N=62

次のぼうさいこくたい
にも必ず参加します！
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